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メディアセンターに関する書誌
2012.9 ～ 2013.8

新 聞 記 事

・塾生新聞．“KOSMOSスマホで論文検索”．2012.
11. 16, p. 1.

・塾生新聞．“ピアサポートシステムを展開”．2013.
4. 1, p. 1.

・毎日新聞．“キャンパる・なにコレ！？：3Dプリ
ンター 創造性解放，使い倒して発明を”．東京夕
刊，2013. 7. 26, p. 13.

雑 誌 論 文

・神保惠美．“プロダクトレビューAccessMedicine
活用事例：慶應義塾大学信濃町メディアセンター
利用動向”．医学図書館．2012. 9, vol. 59, no. 3,
p. 250-253.

・都倉武之．“慶應義塾史跡めぐり（第 74 回）慶應
義塾図書館：私立の気概を秘めた義塾のシンボ
ル”．三田評論．2012. 12, no. 1162, p. 58-61.

・星野渉．“慶應義塾大学メディアセンターの「電子
学術書利用実験プロジェクト」の意義から 日本
で学術書，そして図書館の電子化を進めるに
は？”．ず・ぼん．2013. 2, no. 18, p. 74-79.

・ライティング＆リサーチコンサルタント（直江健

介，天笠邦一，内藤寛子）．“塾生による塾生のた
めの半学半教の場作り―慶應義塾で展開されるピ
アサポートシステムの成果と今後―”．CLA―アー
カイブズ．2013. 7, no. 29, p. 17-30.

・梁瀬三千代，ライティング＆リサーチコンサルタ
ント（笠井賢紀，直江健介，天笠邦一，内藤寛子）．
“慶應義塾大学湘南藤沢メディアセンター ライ
ティング＆リサーチコンサルタント設立！”．
KEIO SFC REVIEW．2012. 10, no. 50, p. 40-45.

・“メディアセンター特集”． KEIO SFC REVIEW．
2013. 7, no. 52, p. 4-21.

Web

・“大学図書館に「誰でも使える」3Dプリンタを
導入した SFC その狙いは”．ITmedia ニュー
ス．2013. 6. 14. http:��www.itmedia.co.jp�news�
articles�1306�14�news059.html，（参照 2013-09-
17）．

報 道

・フジテレビ．めざましテレビ 3Dプリンタ特集．
2013. 8. 7

スタッフによる論文発表・研究発表
2012.9 ～ 2013.8

論 文 発 表

本 部

入江伸，岡本聖．“慶應義塾大学メディアセンター電
子学術書利用実験プロジェクト報告：出版社・学
生と大学図書館で創りだす新しい学術情報流通の
可能性”．大学図書館研究．2012. 8, no. 95, p. 33-42.

岡野純子．“大学図書館におけるデジタル化と著作
権：慶應義塾大学における取り組み”．大学時報．
2012. 9, vol. 61, no. 346, p. 44-49.

入江伸．“2011 年度東地区部会研究講演会講演Goo-
gle Library Project の経験から思うこと”．私立大
学図書館協会会報．2012. 9, no. 138, p. 72-75.

入江伸．“電子雑誌・電子書籍で変化する大学図書
館”．ディスプレイ．2012. 11, vol. 18, no. 11, p. 37-
44.

渡邉英理子ほか．“図書館におけるナレッジベース
活用の拡がりとKBARTの役割”．カレントア
ウェアネス．2012. 12, no. 314, p. 14-17.

関秀行．“慶應義塾大学メディアセンターにおける
「国際化」”．大学図書館研究．2013. 8, no. 98, p. 11-
18.

三 田

岡本聖，入江伸．“慶應義塾大学メディアセンター電
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子学術書利用実験プロジェクト報告：出版社・学
生と大学図書館で創りだす新しい学術情報流通の
可能性”．大学図書館研究．2012. 8, no. 95, p. 33-42.

岡本聖．“電子学術書のすゝめ（慶應義塾大学メディ
アセンター電子学術書利用実験プロジェクト）”．
オンライン検索．2012. 9�12, vol. 33, no. 3�4, p. 51-
57.

岡本聖．“大学図書館はどこへゆくのか：慶應義塾
大学メディアセンターに見る現状と課題”．大学出
版．2013. 7, no. 95, p. 6-10.

倉持隆．“KEIO MONOMUSEUM 47 古金銀貨幣
コレクション”．三田評論．2013. 3, no. 1165, p. 49-
50.

倉持隆．“KEIO MONOMUSEUM 49「月波楼」扁額
3点”．三田評論．2013. 5, no. 1167, p. 49-50.

日 吉

市古みどり．“「おやんなさい」に導かれ”．医学図書
館．2013, vol. 60, no. 2, p. 167-169.

信濃町

園原麻里．“図書紹介：『図解 PubMed の使い方
インターネットで医学文献を探す 第 5版』”．情
報管理．2012. 10, vol. 55, no. 7, p. 535-536.

理 工

今井星香．“資料紹介：ビブリオバトル 本を知り
人を知る書評ゲーム（文春新書）”．専門図書館．
2013. 7, no. 260, p. 53-54.

湘南藤沢

長島敏樹．“SFCメディアセンターに 3Dプリンタ
導入”．三田評論．2013. 7, no. 1169, p. 101.

長島敏樹．“「見つける・考える・生みだす」を支援
する”．三田ジャーナル．2012. 10, vol. 267, p. 2.

薬 学

関口一材．“社会に貢献し未来を先導する薬学人を
育む”．三田ジャーナル．2012. 12, vol. 268, p. 2.

研 究 発 表

本 部

島田貴史．“「電子学術書利用実験プロジェクト」へ

の取り組みとその成果”．私立大学図書館協会西地
区部会東海地区協議会 2012 年度第 2回研究会．
2012. 10. 18. 於 愛知大学名古屋キャンパス

入江伸．“学術電子教科書・教材はこうなる”．第 14
回図書館総合展・学術情報オープンサミット
2012．2012. 11. 22. 於 パシフィコ横浜

島田貴史．“学術情報デジタル化の実際”．出版学会
学術出版研究部会．2012. 12. 6. 於 上智大学

入江伸．“電子学術書利用実験から考える：学生と
教育の変化と図書館の役割”．平成 24 年度兵庫県
大学図書館協議会研修会．2013. 2. 22. 於 関西学院
大学

入江伸．“大学図書館から電子書籍出版社への期
待”．第 17 回 eBooks 専門セミナー．2013. 7. 3. 於
東京ビッグサイト

島田貴史．“大学図書館からの報告”．出版産業シン
ポジウム 2013 本の学校．2013. 7. 6. 於 東京ビッグ
サイト

入江伸．“電子ブック取り組み事例”．平成 25 年度学
術情報システム総合ワークショップ．2013. 9. 13.
於 国立情報学研究所

三 田

岡本聖．“大学図書館の変容：慶應義塾大学メディ
アセンターの選書・蔵書を中心に”．人文会研修
会．2013. 1. 16. 於 岩波ブックセンター

日 吉

市古みどり．“研究支援と大学図書館（員）”．学術シ
ンポジウム グローバル日本の研究力強化と，競
争時代の研究大学の在り方．2013. 6. 13. 於 伊藤謝
恩ホール（東京大学）

市古みどり．“実践から考える学術情報リテラシー教
育の評価”．平成 24 年度学術情報リテラシー教育
担当者研修．2012. 10. 24，2012. 11. 28．於 大阪大
学，国立情報学研究所

浅尾千夏子．“慶應義塾大学メディアセンター 2012
年度活動報告”．電子学術書共同利用実験シンポジ
ウム ―共同実験の意義とその先にあるもの―．
2013. 3. 25. 於 慶應義塾大学三田キャンパス

信濃町

酒井由紀子．“一般市民向け疾病説明テキストのリー
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ダビリティ改善実験（第 2・3実験）”．第 4回日本
ヘルスコミュニケーション学会学術集会．2012. 9.
7―8．於 慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（奨励賞
受賞）

園原麻里．“スタディライフ調査にみる学部生の学
習場所”．第 84 回日本医学図書館協会分科会．

2013. 5. 13. 於 日本科学未来館

理 工

松本和子．“人社系図書館とOA”．第 2回 SPARC
Japan セミナー 2013「人社系オープンアクセスの
現在」．2013. 8. 於 国立情報学研究所


